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近年，腸内の常在細菌が免疫系に重要な役割を果た
すことが明らかにされてきている．腸管同様，皮膚に
は表面に多様な常在細菌が共生することから，免疫系
に関わる皮膚常在細菌が存在すると著者らは考えた．
そこで，皮膚免疫応答を引き起こす菌を同定すべく，
マウスの皮膚表面にマウスやヒトの皮膚常在細菌を外
用し，免疫応答が生じるか調べた．その結果，調べた
8 種類中 6 種類の皮膚常在細菌が，皮膚の IL17A ま
たは IFNγ産生 T細胞を外用しなかったときと比べ，
有意に増加させることがわかった．
6 種類の皮膚常在細菌の中で，唯一，表皮ブドウ球

菌(Staphylococcus epidermidis)は皮膚の IL-17A 産生
CD4 陽性 T 細胞ではなく，IL-17A 産生 CD8 陽性 T
細胞(Tc17 細胞)を有意に増加させた．著者らは，
Tc17 細胞が関係する S. epidermidis 特有の免疫応答
に興味を持ち，そのメカニズム解析を進めた．
最初に，皮膚細菌叢の変化を樹状細胞(dendritic

cell : DC)が捉えるのか調べるため，DCの遊走に関わ
る CCR7 の欠損マウスに S. epidermidis を外用した．
その結果，免疫応答は認めず，S. epidermidis の免疫

応答にDCへの関与がうかがわれた．次いで，同様の
実験を Langerhans 細胞欠損マウス，真皮に存在する
CD103 陽性 DC 欠損マウス，真皮に存在する CD11b
陽性 DCの働きを中和抗体で抑制したマウスに行った
ところ，Langerhans 細胞欠損マウスのみ，Tc17 細
胞の誘導が確認された．また，MHC クラス I の抗原

2提示に重要な β2 ミクログロブリン欠損マウスでは，
免疫応答は認めなかった．
以上より，Tc17 細胞は，S. epidermidis 抗原と真

皮の CD103 陽性 DC，CD11b 陽性 DC の相互作用に
より誘導され，皮膚免疫に寄与することが明らかにさ
れた．皮膚常在細菌特有の免疫応答で，皮膚免疫が変
化しうることが示された．
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皮膚常在細菌と樹状細胞の相互作用は防御皮膚免疫独特の特徴を規定する
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